
山口はつみ山口はつみ２期目２期目に挑戦挑戦！山口はつみ２期目に挑戦！
『ガンバレ山口、ガンバレはつみ』『ガンバレ山口、ガンバレはつみ』『ガンバレ山口、ガンバレはつみ』

　

統
一
地
方
選

挙
の
年
が
明
け

ま
し
た
。
私
た

ち
の
盟
友
、

山
口
は
つ
み
議

員
も
再
選
を
目
指
し
て
奮
闘
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。私
た
ち「
山
口
は
つ
み
と
語
ろ

う
会
」の
メ
ン
バ
ー
も
人
望
あ
る
山
口
議

員
を
何
と
し
て
も
県
政
に
送
る
た
め
尚
一

層
応
援
し
支
え
て
い
き
ま
す
。皆
さ
ん
一

緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

竹口日出利
（多良見町）

　

小
さ
な
悲
鳴

が
き
こ
え
て
き

ま
す
。介
護
に

疲
れ
、子
育
て

真
っ
最
中
の
、

非
正
規
雇
用
の
、働
く
女
性
た
ち
の
、こ
の

よ
う
な
小
さ
な
声
を
す
く
い
あ
げ
県
政
に

届
け
て
下
さ
る
、ま
さ
に
そ
の
橋
渡
し
役

が
山
口
は
つ
み
さ
ん
で
す
。ひ
と
り
ひ
と

り
が
生
き
生
き
と
し
た
、ぬ
く
も
り
の
あ

る
地
域
作
り
を
目
指
す
山
口
は
つ
み
さ
ん

を
私
も
応
援
し
ま
す
。

南川真知子
（白岩町）

　

日
本
の
西
の

端
に
位
置
す
る

長
崎
県
の
活
性

化
に
は
い
ろ
い

ろ
な
労
力
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。真
摯
に
政
治
に
取
り

組
み
、真
剣
に
県
民
の
声
を
聞
き
そ
れ
を

県
政
に
生
か
し
て
い
く
人
が
必
要
で
す
。

「
出
た
い
人
よ
り
、出
し
た
い
人
」そ
れ
が

山
口
は
つ
み
氏
で
す
。私
は
山
口
は
つ
み

氏
を
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山口　　博
（津水町）

　

山
口
は
つ
み

議
員
は
、ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
仲
間

で
懇
意
に
し
て

い
る
間
柄
で
、

誠
実
で
明
朗
快
活
な
人
柄
で
す
。

　

問
題
山
積
の
中
、経
験
と
実
績
が
あ
り

今
何
を
な
す
べ
き
か
を
県
政
の
場
で
力
強

く
発
言
で
き
る
政
治
家
だ
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。わ
た
し
も
応
援
し
て
い
ま
す
。ご

支
援
お
願
い
し
ま
す
。

諸岡　洋三
（多良見町）

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

と
も
引
き
続
き
努
力
が
必
要
で
あ
り
今
年
の

課
題
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

統
一
地
方
選
挙
の
年
！

２
期
目
に
挑
戦
！

今
年
の
４
月
に
は
統
一
自
治
体
選
挙
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

政
権
交
代
後
初
め
て
の
統
一
自
治
体
選
挙

で
す
が
国
内
外
に
お
い
て
多
事
多
難
な
状
況

に
あ
り
「
政
治
と
金
」「
普
天
間
基
地
移
転
」

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
」
な
ど
国
民
の
理
解
と
納
得

の
得
ら
れ
る
解
決
が
早
急
に
望
ま
れ
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

長
崎
県
に
お
い
て
も
、
財
政
再
建
、
県
庁
舎

移
転
、
新
幹
線
の
諫
早
・
長
崎
間
の
路
線
決
定
、

石
木
ダ
ム
、
そ
し
て
地
元
諫
早
の

最
大
の
関
心
で
あ
る
諫
早
湾
干
拓

開
門
調
査
に
関
わ
る
福
岡
高
裁
判

決
に
伴
う
今
後
の
対
応
な
ど
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
町
議
６
年
、
市
議
２

年
、
県
議
４
年
の
経
験
を
生
か

し
、「
県
政
に
活
力
！

地
域
に

ぬ
く
も
り
を
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
「
長
崎
県
の
健
全
な

改
革
・
前
進
」
と
「
元
気
な
県

央
諫
早
の
街
づ
く
り
」
に
む
け

全
力
投
球
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

逆
風
を
切
り
裂
き
前
進
で
き

る
よ
う
に
皆
様
の
力
強
い
ご
支

援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

長
崎
県
議
会
議
員

長田白浜より雲仙普賢岳を望む〈提供・川副耕平（高来町）〉

国
体
準
備
委
員
会
設
立
！

「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
」は
平
成
26
年

に「
君
の
夢
は
ば
た
け
今
な
が
さ
き
か
ら
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。開

催
ま
で
３
年
と
な
り
ま
し
た
。

地
元
諫
早
市
で
は
陸
上
競
技
を
は
じ
め
７

競
技
が
開
催
予
定
で
あ
り
具
体
的
な
準
備
を

進
め
る
た
め
の
準
備
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

更
に
諫
早
市
で
は
開
閉
会
式
が
開
催
さ
れ

ま
す
が
陸
上
競
技
場
の
全
面
改
装
に
着
手
し

て
お
り
メ
イ
ン
及
び
サ
ブ
グ
ラ
ン
ド
と
も
に

新
装
に
な
り
ま
す
。

私
は
準
備
委
員
会
の
顧
問
と
し
て
委
嘱
さ

れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
２
順
目
の
な
が
さ

き
国
体
成
功
に
向
け
国
体
の
目
的
に
詠
わ
れ

て
い
る
、地
方
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
地
方
文

化
の
発
展
に
寄

与
す
る
と
と
も

に
、県
民
生
活
を

明
る
く
豊
か
に

で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
！
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コ

ラ

ム

江

戸

町君の夢、はばたけ今、ながさきから
2014年長崎国体・スローガン

髙田祐樹

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

g
ロ
シ
ア
大
統
領
の
北

方
領
土
訪
問
に
対
す

る
毅
然
と
し
た
外
交

姿
勢
に
つ
い
て

g

朝
鮮
高
級
学
校
を
高

等
学
校
等
修
学
支
援

資
金
の
支
給
対
象
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て

g

教
職
員
に
よ
る
不
祥

事
の
根
絶
に
向
け
た

実
効
あ
る
取
り
組
み

に
つ
い
て

g

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

運
営
の
支
援
拡
充
に

つ
い
て

g

子
ど
も
手
当
財
源
の

地
方
負
担
へ
の
反
対

に
つ
い
て

g

脳
脊
髄
液
減
少
の
診

断
・
治
療
の
確
立
に

つ
い
て

g

ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
症

ウ
イ
ル
ス
１
型
（
Ｈ

Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
１
）
総
合

計
画
に
つ
い
て

採
択
さ
れ
た
意
見
書

g

諫
早
湾
干
拓
事
業
の

福
岡
高
裁
判
決
に
対

す
る
国
の
上
告
放
棄

に
抗
議
す
る
決
議

採
択
さ
れ
た
決
議

輝
か
し
い
新
春
を
ご
家
族
お
揃
い
で
お
迎

え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
皆
様
方
に
県
議
会
議
員
と
し
て
議
席

を
与
え
て
い
た
だ
き
４
回
目
の
正
月
を
元
気

に
迎
え
て
い
ま
す
。

景
気
、
雇
用
対
策
が最大

の
課
題
！

私
は
昨
年
か
ら
県
議
会
に
お
い
て
環
境
生

活
常
任
委
員
会
委
員
と
し
て
、
経
済
・
雇
用

対
策
特
別
委
員
会
副
委
員
長
と
し
て
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

景
気
、
雇
用
対
策
は
長
崎
県
の
最
大
の
課

題
で
す
。

特
に
昨
年
は
長
期
に
わ
た
る
景
気
低
迷
に

よ
り
雇
用
が
停
滞
し
、
新
卒
の
就
職
予
定
高

校
生
が
就
職
で
き
な
い
ま
ま
に
、
卒
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
生
徒
が
公
私
立
高
校
合
わ
せ

て
２
６
５
名
も
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

卒
業
後
も
引
き
続
き
就
職
活
動
が
継
続
で

き
全
員
の
就
職
が
適
う
よ
う
に
申
し
入
れ
を

行
い
、県
当
局
、学
校
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

お
い
て
も
緒
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
30
名
を
残
し
就
職
が
で
き
た

こ
と
は
一
定
の
評
価
が
で
き
ま
す
が
、
今
後



一般会計補正予算
42億1,100万円を可決！

追加総合対策
239億39百万円を可決！

12月定例県議会報告１.

国
の
経
済
危
機
対
応
・
地
域
活
性
化
予

備
費
の
活
用
へ
の
対
応

２.

職
員
給
与
関
係
規
定
予
算
の
過
不
足
の

調
整

３.

議
員
報
酬
及
び
職
員
給
与
の
改
定
な
ど

４.

そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
経
費につ

い
て
計
上

★
医
療
施
設
耐
震
化
臨
時
特
例
基
金
事
業
費

〈
補
正
後
予
算
額
〉
41
億
５，
２
４
９
万
円

「
医
療
施
設
耐
震
化
臨
時
特
例
交
付
金
」
の

交
付
に
伴
う
基
金
の
積
み
増
し
を
実
施
。

h

災
害
拠
点
病
院
等
の
耐
震
整
備
へ
の
助
成

（
平
成
22
年
は
基
金
積
み
立
て
の
み
）

★
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
基
金
事
業
費

〈
補
正
後
予
算
額
〉
２
億
５，
５
７
０
万
４
千
円

「
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
交
付
金
」

高
校
新
卒
者
雇
用
対
策
な
ど
を
追
加
補
正
し
た
総
額
56
億
４
千
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
予
算
議
案
12
件
、
条
例
議
案
７
件
、
事
件
議
案
14
件
、
人
事
議
案
１
件
、
な
ど
を
審
議
し
、

可
決
、
承
認
致
し
ま
し
た
。
又
、
向
こ
う
５
年
間
の
長
崎
県
総
合
計
画
に
つ
い
て
等
の
計
画
案

件
２
件
に
つ
い
て
も
審
議
を
行
い
、
一
部
修
正
を
加
え
て
承
認
致
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
改
革
21
の
３
名
を
含
む
13
名
が
登
壇
し
県
政
全
般
に
つ
い
て
質
疑
を
交
わ
し
ま

し
た
。
私
は
予
算
特
別
委
員
会
の
予
算
総
括
質
疑
に
改
革
21
を
代
表
し
て
登
壇
し
、
予
算
議
案

全
般
に
対
す
る
知
事
及
び
部
局
長
の
見
解
を
質
す
と
と
も
に
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

の
交
付
に
伴
う
基
金
の
積
み
増
し
を
実
施
。

h

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
等
整
備
へ
の
助
成

★
長
崎
県
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金

積
立
金〈補

正
後
予
算
額
〉
13
億
２，
０
０
０
万
円

「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
金
」
の
交

付
に
伴
う
基
金
の
積
み
増
し
を
実
施
。

h

事
業
概
要：

重
点
分
野
雇
用
創
造
事
業
の
拡
充

（
内
容
）
対
象
年
齢
…
40
歳
未
満
に
限
定
し
た

求
人
可
能
（
重
点
分
野
）

※
未
就
職
卒
業
生
（
卒
業
後
３
年

程
度
ま
で
）
分
野
限
定
な
し

雇
用
期
間
…
１
年
以
内
（
更
新
可
）

h

事
業
期
間：

平
成
22
年
度
〜
23
年
度

★
長
崎
県
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金

事
業
費〈補

正
後
予
算
額
〉
55
億
３，
９
９
６
万
円

長
崎
県
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金

を
活
用
し
、
非
正
規
労
働
者
、
中
高
年
齢
者
等

の
失
業
者
の
一
時
的
な
雇
用
・
就
業
機
会
の
創

出
等
を
実
施
。

h

雇
用
創
出
人
数：

約
１，
３
２
０
人

★
有
明
海
航
路
緊
急
支
援
事
業
費

〈
補
正
後
予
算
額
〉
７
億
１
４
８
万
６
千
円

有
明
海
自
動
車
航
送
船
組
合
の
老
朽
船
舶
更

新
を
支
援
し
、
安
全
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に

運
賃
を
低
兼
化
。

h

補
助
対
象
航
路：

多
比
良
‐
長
洲

h

船
舶
建
造
費：

10
億
円

【
県
支
援：

７
億
円
（
国
の
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
）】

★
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費

〈
補
正
後
予
算
額
〉
２
億
７，
７
５
０
万
円

低
所
得
者
等
に
対
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
軽
減
に
要
す
る
経

費
に
対
す
る
助
成
。

h

実
施
主
体：
市
町

h

負
担
割
合：

国
１
／
２
、
県
１
／
４
、
市
町

１
／
４

★
地
域
医
療
再
生
臨
時
特
例
基
金
事
業
費

〈
補
正
後
予
算
額
〉
６
億
４，
０
６
８
万
９
千
円

佐
世
保
・
県
北
地
域
に
お
け
る
医
療
課
題
の

解
決
の
た
め
、
佐
世
保
市
立
総
合
病
院
緊
急
救

命
セ
ン
タ
ー
設
置
検
討
等
を
支
援
。

★
後
期
高
齢
者
医
療
費

〈
補
正
後
予
算
額
〉
１
８
８
億
５，
１
２
５
万
３
千
円

法
改
正
に
よ
り
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
方
の
保
険
料
軽
減
期
間
が
延
長
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
保
険
基
盤
安
定
負
担
金
の
増
額
。

★
公
共
事
業
費

〈
補
正
後
予
算
額
〉
９
１
０
億
１
６
７
万
５
千
円

h

港
湾
事
業
　
　
　
　
　
　
２
億
９
０
０
万
円

h

造
林
林
道
治
山
事
業２億

８，
３
３
９
万
３
千
円

h

農
業
農
村
整
備
事
業17

億
２，
２
５
０
万
８
千
円

h

港
湾
事
業
　

▲
１
億
６，
４
１
５
万
５
千
円

h

地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
事
業
　
７
億
円

〔
有
明
海
航
路
緊
急
支
援
事
業
費
（
再
掲
）〕

★
中
国
に
お
け
る
大
型
情
報
発
信
支
援
事
業
費

〈
補
正
後
予
算
額
〉
５
０
０
万
円

中
国
の
旅
行
社
が
長
崎
発
着
の
連
続
チ
ャ
ー

タ
ー
便
運
航
の
た
め
に
実
施
す
る
大
型
情
報
発

信
を
支
援
。

h

連
続
チ
ャ
ー
タ
ー
便
運
航
予
定

時
期
…
Ｈ
23
・
１
〜
２
月

規
模
…
７
団
体
　
１，
０
７
１
名

h

支
援
内
容：

情
報
発
信
経
費
の
１
／
10
を
負
担

★
新
規
高
卒
者
緊
急
雇
用
促
進
事
業
費

〈
補
正
後
予
算
額
〉
１
億
円

来
春
卒
業
予
定
の
県
内
高
校
生
に
対
し
追
加

求
人
に
よ
り
内
定
を
行
っ
た
県
内
中
小
企
業
へ

の
県
独
自
の
支
援
。

h

１
人
あ
た
り
50
万
円
の
一
時
金
支
給

★
小
規
模
改
修
事
業
費〈

補
正
後
予
算
額
〉
14
億
円

県
有
施
設
（
県
営
住
宅
、
県
立
学
校
等
）
を

対
象
と
し
た
小
規
模
改
修
工
事
の
実
施
。

予
算
総
括
質
疑
に
登
壇
・
県
政
を
質
す
！

予
算
総
括
質
疑
に
登
壇
・
県
政
を
質
す
！

予
算
総
括
質
疑
に
登
壇
・
県
政
を
質
す
！

12
月
議
会
は
11
月
29
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の
会
期
で
開
催

ン
テ
ス
ト
に
提
言
し
た
の
か
。

【
総
務
部
長
】
応
募
は
し
な
か
っ
た
が
、
各
省

庁
に
対
し
て
本
件
の
実
情
を
踏
ま
え
た
う
え

で
政
策
を
企
画
・
立
案
す
る
こ
と
を
申
し
入

れ
て
あ
り
、
一
定
程
度
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
に

反
映
さ
れ
て
い
る
。

【
意
見
】
省
庁
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

は
関
係
省
庁
へ
特
に
積
極
的
に
提
言
し
元
気

な
長
崎
県
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
欲
し

い
。

◆
有
明
フ
ェ
リ
ー
に
つ
い
て

【
質
問
】
有
明
海
航
路
緊
急
支
援
事
業
費
の
関

係
で
、
休
日
の
高
速
道
路
Ｅ
Ｔ
Ｃ
上
限
１
０

０
０
円
の
運
用
が
航
送
船
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
て
い
る
の
か
。

【
地
域
振
興
部
長
】
利
用
状
況
は
昭
和
63
年
が

ピ
ー
ク
で
約
84
万
台
で
あ
っ
た
が
長
崎
自
動

車
道
の
開
通
や
国
内
経
済
の
低
迷
等
の
影
響

を
受
け
近
年
は
40
万
台
の
台
数
で
推
移
し
て

い
る
。
そ
の
後
Ｅ
Ｔ
Ｃ
上
限
１
０
０
０
円
の

政
策
の
影
響
を
受
け
昨
年
は
約
35
万
台
と
な

り
収
入
で
約
１
億
８
０
０
０
万
円
の
減
収
が

発
生
し
て
い
る
。
そ
こ
で
片
道
１
０
０
０
円

の
割
引
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
で
輸
送
台
数

は
前
年
比
約
1.9
％
増
加
し
た
が
収
入
は
昨
年

度
よ
り
更
に
9.4
％
減
収
と
な
っ
て
い
る
。

【
質
問
】
そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て
、
今
回

７
億
円
の
支
援
補
正
を
計
上
し
て
い
る
が
具

体
的
な
内
容
は
。

【
地
域
振
興
部
長
】
有
明
フ
エ
リ
ー
は
３
隻
保

有
し
て
い
る
が
そ
の
中
で
安
全
上
、
早
急
な

対
応
が
必
要
な
１
隻
に
つ
い
て
熊
本
県
と
共

同
で
助
成
を
し
、
新
船
建
造
す
る
。

孫
文
・
蝋
人
形
と
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト

（
孫
文
記
念
館
現
地
調
査
、
香
港
）

建
設
工
事
中
の
伊
王
島
大
橋
を
現
地

調
査
・
３
月
末
開
通
予
定
（
環
境
生

活
委
員
会
）

札
幌
中
央
卸
売
市
場
現
地
調
査

（
経
済
雇
用
対
策
特
別
委
員
会
現
地
調
査
）

諫
早
市
と
ど
ろ
き
体
育
館
落
成
式
に
出
席

活動スナップ

◆
国
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

【
質
問
】
秋
の
臨
時
国
会
で
国
の
補
正
予
算
が

成
立
し
た
が
長
崎
県
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を

も
た
ら
す
と
考
え
て
い
る
の
か
。

【
知
事
】
景
気
回
復
に
向
け
た
動
き
を
確
か
な

も
の
に
す
る
た
め
に
切
れ
目
の
な
い
需
要
、

雇
用
の
創
出
と
円
高
・
デ
フ
レ
状
況
へ
の
対

応
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
関
係
す
る
も
の
は

①
公
共
事
業
費
の
追
加
②
雇
用
対
策
、
子
育

て
支
援
、
妊
婦
健
診
助
成
、
子
宮
け
い
が
ん

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
助
成
等
に
係
る
基
金
の
創

設
・
拡
充
③
地
域
活
性
化
交
付
金
、
で
あ
り

効
果
的
な
経
済
対
策
を
講
じ
る
。

◆
高
卒
未
就
職
者
対
策
に
つ
い
て

【
質
問
】
新
規
高
卒
者
の
未
就
職
者
の
卒
業
後

の
継
続
的
な
フ
オ
ロ
ー
を
実
施
す
る
担
当
教

員
を
配
置
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
た
が
取

り
組
み
状
況
は
。

【
教
育
長
】
各
学
校
に
配
置
す
る
こ
と
に
し
た
。

希
望
者
全
員
が
就
職
で
き
る
よ
う
に
全
力
で

支
援
し
て
い
る
。
昨
年
の
未
就
職
卒
業
生
は

２
２
２
人
で
あ
っ
た
が
11
月
末
時
点
で
は
30

人
に
減
少
し
た
。

【
意
見
】
今
春
の
卒
業
生
は
新
規
高
卒
者
緊
急

雇
用
促
進
事
業
費
（
50
万
円
／
人
）
を
合
わ

せ
て
活
用
し
て
未
就
職
者
を
出
さ
な
い
よ
う

に
努
力
し
て
ほ
し
い
。

◆
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て

【
質
問
】
国
の
新
成
長
戦
略
実
現
に
向
け
た
三

段
構
え
の
経
済
対
策
の
中
で
政
策
コ
ン
テ
ス

ト
に
よ
り
元
気
な
日
本
復
活
特
別
枠
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が
長
崎
県
と
し
て
こ
の
政
策
コ

補
正
予
算
案
の
概
要

補
正
予
算
総
額
56
億
４
千
万
円

山
口
は
つ
み
の
予
算
総
括
質
疑
の
概
要


